
『
日
本
考
』

の
諸
問
題

（一）

日
本
語
史
の
研
究
に
・
お
い
て
、
日
本
人
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
数
々

の
言
語
資
料
（
い
わ
ゆ
る
、
圏
内
資
料
）
が
多
く
の
情
報
を
提
供
し

て
く
れ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
二
方
、
外
国
人
に
よ
っ

て
著
さ
れ
た
、
日
本
研
究
、
中
で
も
日
本
語
に
関
す
る
観
察
・
研
究

資
料
（
い
わ
ゆ
る
、
外
国
資
料
）
が
有
力
な
研
究
の
手
が
か
り
と
な

る
こ
と
も
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
圏
内
資
料
は
、
漢
字
・
仮
名
と
い

う
表
語
（
表
意
）
単
位
の
文
字
・
音
節
単
位
の
文
字
等
で
記
さ
れ
て

い
る
の
が
大
半
で
あ
る
か
ら
日
本
語
の
音
声
・
音
韻
研
究
等
に
お
い

て
は
今
一
つ
分
析
の
過
程
で
壁
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
外
国
資
料
、
中
で
も
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
は
ロ
ー
マ
字
表
記

の
言
語
資
料
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
音
素
文
字
と
い
う
、
よ
り
分
析
的

な
性
格
を
有
す
る
点
に
お
い
て
国
内
資
料
の
壁
を
の
り
こ
え
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
過
去
の
研
究
史
を
ひ
も
と
け
ば
キ
リ
シ
タ

ン
資
料
の
研
究
か
ら
数
多
く
の
知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
明
ら

福

益

和

回

か
で
あ
る
。
次
に
、
同
じ
外
国
資
料
の
中
で
も
日
本
国
に
地
理
的
に

も
歴
史
的
に
も
一
番
近
く
密
な
朝
鮮
の
人
々
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た

言
語
（
日
本
語
）
資
料
、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
資
料
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
朝
鮮
資
料
は
、
古
く
は
朝
鮮
漢
字
音
に
よ
る
対
訳
法
に

よ
っ
て
日
本
語
を
表
記
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
一
五
世
紀
中
葉
以
後

ハ
ン
グ
ル
文
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
言
語
資
料
が
あ
ら
わ
れ
て
、

日
本
語
研
究
の
立
場
か
ら
大
い
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ハ

ン
グ
ル
は
音
節
単
位
の
文
字
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
を
構
成
す
る
要
素

文
字
は
単
音
文
字
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ハ
ン
グ
ル
に
よ
っ
て
記
録
さ

れ
た
日
本
語
は
ロ
ー
マ
字
表
記
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
同
じ
く
分
析

的
な
性
格
を
有
し
、
日
本
語
研
究
に
有
益
で
あ
る
。
ハ
ン
グ
ル
表
記

の
言
語
資
料
は
中
・
近
世
時
代
の
日
本
語
研
究
に
役
立
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
外
国
資
料
の
中
で
朝
鮮
資
料
と
と
も
に
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
中
国
資
料
で
あ
る
。
中
国
資
料
は
も
ち
ろ
ん
漢
字
表
記
の

資
料
で
あ
る
。
漢
字
は
表
意
・
表
語
文
字
で
あ
る
か
ら
外
国
語
（
音



節
・
立
同
素
単
位
の
文
字
を
有
す
る
外
国
語
）
を
漢
字
本
来
の
用
法

（
正
用
）
で
記
す
に
は
十
全
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
次
善
の
方
策

と
し
て
古
来
仮
借
の
法
（
仮
用
）
が
採
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
訳

経
僧
等
に
よ
る
仏
教
原
典
の
翻
訳
（
漢
訳
）
に
お
い
て
、
地
名
・
人

名
・
陀
羅
尼
な
ど
の
翻
訳
不
能
の
語
を
表
記
す
る
の
に
用
い
ら
れ
た

漢
字
の
用
法
（
仮
用
）
で
あ
る
。
わ
が
国
の
、
い
わ
ゆ
る
「
万
葉
仮

名
」
と
称
さ
れ
る
も
の
も
そ
の
系
列
下
に
あ
る
。

外
国
資
料
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
表
記
上
の
内
部
事
情
が
あ
る
の

で
そ
れ
等
を
研
究
の
対
象
と
す
る
時
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

（二）

中
国
資
料
に
み
え
る
日
本
語
記
載
は
、
古
く
『
親
士
山
』
（
三
C
）
の

「
東
夷
伝
」
の
「
倭
人
」
の
条
に
散
見
さ
れ
る
と
と
周
知
の
通
り
で

あ
る
が
、
以
後
『
鶴
林
玉
露
』
（
羅
大
経
・
二
一
五
一
一
）
・
『
書
史
会

0

0

0

 

要
』
（
陶
宗
儀
・
二
二
七
六
）
に
日
本
語
・
い
ろ
は
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
明
時
代
に
な
る
と
中
国
周
辺
に
倭
冠
の
跳
梁
が
あ
っ
た
。

そ
の
脅
威
か
ら
防
衛
的
立
場
を
一
段
と
つ
よ
め
た
明
王
朝
は
日
本
研

究
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
れ
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
相
つ
い
で
日

本
研
究
を
目
的
と
し
た
著
作
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
日
本
語

を
記
録
し
た
も
の
が
多
く
、
日
本
語
史
研
究
の
上
で
貴
重
な
資
料
と

な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
例
示
す
れ
ば
、

O
『
日
本
寄
語
』
。
こ
れ
は
『
日
本
考
略
』
（
藤
俊
・
一
五
二
三
）
所

収
の
「
寄
語
略
」
の
こ
と
。
一
五
部
門
に
類
別
さ
れ
た
語
葉
項
目

（
三
六

O
余
の
日
本
語
を
記
録
）
に
音
訳
漢
字
に
よ
る
日
本
語
が

表
記
さ
れ
て
い
る
。

O
『
日
本
一
鑑
』
（
鄭
舜
功
・
一
五
六
五

1
六
六
）
。
巻
五
「
寄
語
」

の
条
に
一
八
部
門
に
類
別
さ
れ
た
語
葉
項
目
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
等
の
著
作
は
本
来
外
敵
に
対
す
る
防
衛
的
立
場
か
ら
作
ら
れ

た
も
の
で
、
外
国
語
（
こ
こ
で
は
、
日
本
語
）
を
研
究
し
記
録
す
る

と
い
う
語
学
的
立
場
・
態
度
を
も
っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
。
た
と
え
そ
の
よ
う
な
意
識
が
あ
っ
た
に
せ
よ
本
文
の
内
部
徴
証

か
ら
み
て
希
薄
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
語
は
音
訳
漢
字
の
手

法
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
糞
項
目
が
日
本
語
の
ど

の
よ
う
な
語
形
に
比
定
で
き
る
の
か
、
そ
の
作
業
は
容
易
で
は
な
い
。

音
訳
漢
字
の
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
す
な
わ
ち

編
者
の
漢
字
音
訳
に
つ
い
て
の
体
系
性
の
欠
如
が
認
め
ら
れ
る
。
加

え
て
、
日
中
両
国
語
の
言
語
構
造
の
相
違
も
あ
っ
て
、
編
者
自
身
の

漢
字
音
の
内
実
（
時
代
的
・
方
処
的
）
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
問
題

も
あ
り
比
定
作
業
を
難
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
漢

字
音
研
究
の
成
果
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
等
の
知
見

を
導
入
し
分
析
し
て
行
け
ば
道
が
開
け
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
語
学
的
・
教
育
的
立
場
・
目
的
を
も
っ

て
著
さ
れ
た
資
料
も
あ
る
。

O
『
日
本
館
訳
語
』
（
編
者
未
詳
、

一
四
九
二

1
一
五
四
九
）
。



本
書
は
、
『
朝
鮮
館
訳
語
』
・
『
琉
球
館
訳
語
』
等
と
と
も
に
、
『
華

夷
訳
語
』
の
一
部
（
一
三
訳
語
あ
り
）
を
な
す
も
の
で
、
明
代
・

中
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
科
書
（
通
事
養
成
の
テ
キ
ス
ト
？
）

と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
部
門
、
所
収
語
集
項
目
玉
六

O
余
。
音
訳

漢
字
の
方
法
に
も
意
が
注
が
れ
て
い
る
。

倭
冠
の
跳
梁
の
脅
威
を
契
機
に
日
本
研
究
の
著
作
が
う
ま
れ
た
が
、

右
の
『
日
本
館
訳
語
』
は
明
朝
自
身
の
内
発
的
・
積
極
的
態
度
を
も
っ

て
中
国
周
辺
諸
国
の
事
情
を
知
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
語
を
直
接

に
理
解
し
よ
う
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
単
な
る
受
動
的
・

防
衛
的
立
場
・
態
度
か
ら
著
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

と
も
あ
れ
、
明
代
の
日
本
研
究
は
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
日
本

語
研
究
の
資
料
を
も
残
し
て
く
れ
た
わ
け
で
貴
重
な
中
国
資
料
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
明
代
の
日
本
研
究
の
著
作
は
、
他
に
も
嘉
靖
年

間
（
一
五
二
二

1
六
六
）
に
、
鄭
若
曽
の
『
日
本
図
纂
』
・
『
簿
海
図

編
』
、
万
暦
年
間
（
一
五
七
三

1
一
六
一
九
）
に
、
候
継
高
の
『
日
本

風
土
記
』
、
李
言
恭
・
郁
木
山
の
『
日
本
考
』
、
宋
応
昌
の
『
経
略
復
国

要
編
』
、
天
啓
年
間
（
一
六
二
一

1
二
八
）
に
、
茅
元
儀
の
『
武
備

士
山
』
等
み
る
べ
き
も
の
が
多
い
。
本
稿
は
そ
の
一
つ
『
日
本
考
』
に

つ
い
て
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

（三）

『
日
本
考
』
（
五
巻
、
李
言
恭
・
郁
恭
共
撰
）
。
明
代
万
暦
二

O
年

（
一
五
九
二
、
日
本
文
禄
元
年
）
、
『
全
漸
兵
制
考
』
（
三
巻
、
侯
継
高

撰
）
の
附
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
風
土
記
』
（
五
巻
）
に
い
く

つ
か
の
改
訂
を
施
し
て
出
さ
れ
た
。
そ
の
本
文
の
体
裁
や
語
棄
の
性

格
等
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
考
察
を
試
み
て
来
昨
日
本
稿
は

そ
れ
等
を
ふ
ま
え
て
問
題
と
す
べ
き
事
項
を
摘
出
し
、
い
く
つ
か
の

知
見
を
加
え
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

『
日
本
風
土
記
』
と
『
日
本
考
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
中
国
の
在

向
祭
氏
、
が
、

「
接
我
所
見
到
的
和
日
本
調
劃
ヨ
矧
見
到
的
、
都
認
為
《
日
本
考
》

和
《
日
本
風
土
記
》
是
同
一
本
書
、
也
即
一
書
二
刻
、
内
容
、
版

本
完
全
相
問
、
而
書
名
、
作
者
却
完
全
相
異
、
両
書
都
是
周
囲
年

間
上
梓
、
出
版
的
研
究
日
本
的
専
門
著
作
、
現
在
護
現
寛
是
一
書

｛注
2｝

二
刻
」

と
言
及
す
る
よ
う
に
両
書
は
「
一
書
二
刻
」
と
も
一
言
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。
『
日
本
風
土
記
』
の
原
刊
本
は
内
閣
文
庫
蔵
の
一
本
の
み
で
あ

る
が
、
こ
れ
と
北
平
図
書
館
本
（
善
本
叢
書
一
）
の
『
日
本
考
』
（
万

暦
刊
本
の
影
印
）
と
を
比
較
す
る
と
内
容
も
体
裁
も
ほ
ぼ
同
じ
と
認

め
ら
れ
る
。
た
だ
し
各
巻
の
冒
頭
に
共
撰
者
（
李
言
恭
・
郁
茶
）
の

名
を
並
記
し
、
「
考
梓
」
の
二
字
を
加
え
て
い
る
。
「
一
書
二
刻
」
と

は
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
考
』
全
五
巻
、
そ
の
う
ち
、
巻
一
・
巻
二
・
巻
四
を
中
心
に

考
察
す
る
。
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（注
3）

巻
一
は
、
「
倭
国
事
略
」
の
標
題
の
下
、

「
日
本
、
古
倭
奴
園
、
依
山
島
為
城
邑
、
在
百
済
新
羅
東
南
、
地

（設
4

）

形
類
琵
琶
、
東
高
西
下
、
東
西
数
千
里
、
南
北
数
百
里
」

と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、

「
九
州
居
西
為
首
（
肥
前
・
肥
後
・
豊
前
・
豊
後
・
筑
前
・
筑
後
・

日
向
・
大
隅
・
薩
摩
）
、
陸
奥
居
東
為
尾
（
至
山
城
早
程
七
十
五
日
、

奮
云
陸
奥
為
頭
、
薩
摩
大
隅
為
尾
者
、
非
。
）
」

と
述
べ
る
。
陸
奥
を
頭
と
す
る
旧
来
の
説
を
非
と
し
て
九
州
を
首
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
巻
一
は
既
述
の
『
簿
海
図

編
』
（
一
三
巻
）
の
「
倭
国
事
略
」
（
第
二
巻
所
収
）
に
依
拠
し
て
い

｛注
5
）

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
「
中
外
本
」
が
「
《
簿

海
図
編
》
是
在
胡
宗
憲
授
命
下
、
由
当
時
在
其
幕
中
的
鄭
若
曽
利
用

督
署
中
的
材
料
、
加
以
編
輯
而
成
、
所
以
在
内
容
上
、
庚
詑
而
正
確
、

可
以
説
是
集
明
州
中
葉
記
倒
事
大
成
的
一
部
著
作
（
中
略
）
在
明
何

言
及
日
本
事
情
著
作
中
、
本
書
是
最
値
得
重
視
的
。
」
と
指
摘
す
る
よ

う
に
そ
の
評
価
は
高
い
。
胡
宗
憲
監
修
の
下
、
鄭
若
品
開
闘
が
中
心
と
な

り
編
輯
し
た
も
の
。
胡
宗
憲
と
い
え
ば
倭
冠
の
頭
目
玉
直
（
中
国
人
。

当
時
、
倭
冠
と
い
っ
て
も
中
国
人
も
多
か
っ
た
。
）
を
平
定
し
た
人
。

主
直
は
日
本
の
五
島
を
拠
点
に
し
て
い
た
。
現
在
、
福
江
島
の
福
江

市
（
唐
人
町
八
四
四
）
に
あ
る
「
六
角
井
」
は
王
直
等
の
飲
料
水
に

用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
五
島
家
一
七
代
藩
主
宇
久
盛
定
は
王

直
と
通
商
の
密
約
を
結
び
城
下
に
居
住
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
た
。

五
島
｜
王
直
、
そ
し
て
王
直
を
懐
柔
し
磨
下
に
お
い
た
胡
宗
憲
、
そ

の
結
び
つ
き
を
考
え
る
時
、
彼
（
胡
宗
憲
）
の
ま
な
ざ
し
は
日
本
の

九
州
、
そ
れ
も
五
島
に
お
か
れ
た
と
思
わ
れ
、
防
備
上
の
情
報
源
に

も
王
直
他
の
倭
窟
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
も
多
い
と
推
測
さ

れ
る
。
先
の
「
倭
国
事
略
」
の
中
で
、
「
奮
云
陸
奥
為
頭
、
薩
摩
大
隅

為
尾
者
、
非
」
と
言
及
し
た
の
は
右
の
よ
う
な
背
景
を
念
頭
に
お
く

と
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

巻
一
の
本
文
の
中
で
五
島
に
つ
い
て
は
音
訳
漢
字
表
記
に
よ
る
地

名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
通
り
。

乃
路
日
奈
留
（
ナ
ル
）
倭
葬
家
H
小
値
賀
（
オ
ヂ
カ
）
衣
屋
奴

密
H
魚
の
目
（
イ
オ
ノ
メ
）
通
記
H
戸
岐
（
ト
キ
）
達
奴
烏
刺
H

回
の
浦
（
タ
ノ
ウ
一
フ
）
烏
苦
H

宇
久
（
ウ
ク
）
話
仏
口
達
H

育
方

（
オ
カ
タ
）

音
訳
漢
字
表
記
に
よ
る
日
本
語
表
記
で
以
下
ま
と
ま
っ
て
あ
ら
わ

れ
る
の
は
「
寄
語
島
名
」
で
、

山
城
｜
羊
馬
失
羅
（
ヤ
マ
シ
ロ
）
肥
後
｜
非
谷
（
ヒ
ゴ
）
伯
香

｜
花
計
（
ハ
ウ
キ
）
安
婆
｜
阿
計
（
ア
キ
）

の
よ
う
な
諸
国
の
名
や
、

宮
島
｜
迷
挨
什
麿
（
ミ
ヤ
ジ
マ
）
五
島

l
我
島
（
ゴ
ト
ウ
）
竹

島
他
計
甚
麿
（
タ
ケ
シ
マ
）
種
島
他
尼
什
麿
（
タ
ネ
シ
マ
）

と
島
醜
名
を
列
挙
し
て
い
る
。

巻
一
所
収
の
日
本
語
語
嚢
項
目
は
二

O
Oを
こ
す
が
、
中
に
は
、

勺
リ



見
出
し
語
（
漢
字
標
出
）
の
み
を
あ
げ
て
音
訳
漢
字
表
記
の
日
本
語

を
欠
く
も
の
、
例
え
ば
、

志

摩

駿

河

相

摩

（

模

）

常

陸

石

見

女

島

多

義

平

戸

佐
加
関

等
が
あ
っ
て
体
裁
は
一
律
で
は
な
く
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

巻
二
は
、
沿
革
・
彊
域
・
畿
州
郡
島
・
国
王
建
都
・
属
国
・
山
川
・

土
産
・
国
王
世
伝
・
所
属
戸
口
・
朝
貢
・
貢
物
・
貢
船
開
泊
・
君
臣

種
節
・
設
官
分
職
と
つ
づ
き
、
日
本
の
地
理
的
・
歴
史
的
・
政
治
的

分
野
に
言
及
し
、
さ
ら
に
、
染
牙
・
内
俗
・
徴
線
・
法
度
（
中
略
）

公
文
・
三
教
・
九
流
・
百
工
器
械
・
娼
優
隷
卒
と
つ
づ
い
て
巻
二
を

終
わ
っ
て
い
る
。
巻
一
の
総
括
的
記
述
に
対
し
て
巻
二
は
各
分
野
毎

に
、
よ
り
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

巻
初
の
沿
革
・
彊
域
・
畿
州
郡
島
・
：
君
臣
曜
節
の
各
条
は
一
部

（
国
王
建
都
・
所
属
戸
口
・
貢
船
開
泊
・
設
官
分
職
）
を
除
い
て
、

醇
俊
の
『
日
本
考
略
』
の
沿
革
略
・
彊
略
・
州
郡
略
・
属
国
略
・
：
制

A

注
7
｝

度
略
に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
日
本
考
略
』
は
「
中
外

本
」
に
よ
れ
ば
、
「
藤
俊
的
《
日
本
考
略
》
成
書
較
早
、
且
為
以
後
同

類
書
所
引
接
」
と
注
す
る
よ
う
に
比
較
的
成
立
も
早
く
（
一
五
二
三
）
、

同
類
の
書
の
依
拠
本
と
な
っ
た
。
撰
者
が
巻
一
に
評
判
の
高
い
『
簿

海
図
編
』
を
、
巻
二
に
同
類
の
書
の
鳴
矢
と
も
言
う
べ
き
『
日
本
考

略
』
を
典
拠
と
し
た
の
は
一
つ
の
見
識
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
一
部

に
は
撰
者
の
増
補
と
判
断
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
国

王
世
伝
」
の
条
、
こ
こ
は
『
日
本
考
略
』
の
「
世
紀
略
」
に
位
拠
し

て
い
る
が
、
「
守
平
天
皇
」
（
円
融
天
皇
を
さ
す
）
の
と
こ
ろ
で
、
「
中

外
本
」
が
「
《
宋
史
》
及
《
日
本
考
略
》
所
記
止
於
此
」
と
注
す
る
よ

う
に
以
下
の
本
文
「
嘗
此
宋
弗
照
初
年
也
、
至
今
尚
以
天
皇
矯
瞬
、

遠
不
記
世
、
遁
来
天
文
天
皇
乃
嘗
世
也
、
伝
永
禄
天
皇
、
我
園
嘉
靖

庚
申
、
彼
園
号
天
正
元
年
」
は
「
世
紀
略
」
に
は
見
え
ず
増
補
追
加

の
部
分
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
巻
「
朝
貢
」
の
条
で
、
「
十
年
後

来
貢
」
の
と
こ
ろ
ま
で
は
「
朝
貢
略
」
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
以
下
「
二

十
二
年
西
海
道
遣
使
長
門
僧
人
福
師
賀
紅
三
披
来
貢
（
下
略
）
」
は

「
朝
貢
略
」
に
は
見
え
ず
増
補
追
加
の
部
分
と
認
め
ら
れ
る
。

巻
二
に
み
え
る
日
本
語
語
棄
と
し
て
は
、
「
耶
革
審
」
（
館
、
ヤ
カ

タ
）
〔
設
官
分
職
〕
「
法
吉
木
那
」
（
履
物
、
ハ
キ
モ
ノ
）
〔
風
俗
男

子
〕
「
少
完
之
」
（
正
月
、
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
）
〔
時
令
〕
「
紅
面
的
例

（
倒
）
」
（
お
目
出
た
う
、
オ
メ
デ
タ
ウ
）
〔
向
上
〕
「
果
揺
密
」
（
暦
、
コ

ヨ
ミ
）
〔
九
流
〕
等
七

O
余
項
目
。
い
ず
れ
も
音
訳
漢
字
を
用
い
て
の

表
記
法
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
等
に
比
定
し
得
る
日
本
語
を
（
）

内
に
記
し
た
が
、
既
述
し
た
通
り
音
訳
漢
字
に
用
い
る
漢
字
音
の
内

実
と
体
系
性
が
必
ず
し
も
明
確
と
は
い
え
な
い
の
で
そ
の
作
業
は
慎

重
を
要
す
る
。
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（四）

巻
一
・
巻
二
の
本
文
は
『
簿
海
図
編
』
や
『
日
本
考
略
』
に
依
拠

し
た
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
撰
者
の
見
識
に
よ
っ
て
追
加
増
補

し
た
独
自
本
文
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
巻
三
以
下
を
含

め
て
日
本
国
に
対
す
る
誤
認
が
も
と
で
誤
っ
た
記
事
が
多
い
。
そ
れ

を
以
下
類
別
し
て
例
示
す
る
。

ω脱
字
や
街
字

・
「
薩
摩
之
北
矯
肥
後
（
横
直
皆
五
百
里
、
其
奥
矯
牙
子
世
六
、
矯
阿

－

1
韮
8

）

麻
国
撒
、
属
昏
、
（
下
略
ご
（
て
倭
国
事
略
）

傍
線
部
「
昏
」
は
文
脈
よ
り
み
て
「
昏
陀
」
（
本
渡
、
ホ
ン
ド
）
を

指
す
と
思
わ
れ
、
「
陀
」
字
の
脱
と
考
え
ら
れ
る
。
「
中
外
本
」
も

「
昏
、
誤
、
感
作
昏
陀
」
と
注
す
る
。
「
訳
注
本
」
に
よ
れ
ば
、
『
図

書
編
』
に
「
昏
陀
」
と
あ
る
由
。

・
「
二
十
七
日
義
毒
西
逆
之
に
し
七
日
」
（
四
、
日
数
）

見
出
し
誇
「
二
十
七
日
」
、
ひ
ら
が
な
漢
字
混
合
表
記
の
「
に
し
七

日
」
よ
り
み
て
音
訳
漢
字
表
記
の
「
義
蕎
商
逆
之
」
は
「
し
ち
」
の

「
ち
」
音
に
対
応
す
る
漢
字
が
脱
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
「
義
害
西
之
逆
之
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。

・
「
子
那
阿
而
多
錨
身
和
白
打
那
密
所
」
（
三
、
艇
蹄
避
牛
）

右
は
、
「
つ
の
あ
る
と
て
も
身
を
は
た
の
み
そ
」
に
振
ら
れ
た
音
訳

漢
字
（
す
な
わ
ち
、
振
り
漢
字
）
の
文
字
列
で
あ
る
が
、
傍
線
部

「
鍛
」
字
は
そ
の
本
文
「
つ
の
あ
る
と
て
も
」
、
ま
た
、
「
読
法
」
の

「
子
那
阿
而
多
鉄
木
」
と
対
照
し
て
み
る
と
「
鏑
木
」
と
あ
る
べ
き

と
こ
ろ
で
「
木
」
字
脱
と
認
め
ら
れ
る
。

－
「
禿
那
俄
索
揺
那
」
（
玉
、
山
歌
・
月
夜
私
情
）

「
稗
音
」
の
「
禿
那
俄
情
人
、
木
蛇
回
、
索
揺
那
助
語
」
の
記
事
よ

り
み
て
「
俄
」
字
の
下
に
「
木
蛇
（
モ
ド
）
」
の
二
字
が
脱
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
。

脱
字
は
漢
字
だ
け
で
は
な
く
、
か
な
文
字
の
脱
も
あ
る

0

・
「
椛
匝
麻
骨
頼
白
寄
ま
く
ら
」
（
四
、
内
器
）

ひ
ら
が
な
表
記
の
日
本
語
「
ま
く
ら
」
は
、
上
段
の
音
訳
漢
字
の

日
本
語
「
麻
骨
頼
白
寄
」
の
文
字
列
よ
り
み
て
、
「
ら
」
字
の
下
に

「
は
こ
」
の
二
字
が
脱
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

・
「
皇
宮
世
世
以
殿
し
い
て
ん
」
（
四
、
宮
室
）

「
し
い
て
ん
」
は
上
段
の
「
世
世
以
殿
」
の
表
記
よ
り
み
て
、
「
し

し
い
て
ん
」
の
「
し
」
字
脱
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
は
脱
字
の
事
例
。
次
に
街
字
の
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

・
「
乃
革
気
揺
那
多
多
和
那
控
木
里
那
：
・
」
（
玉
、
琴
法
、
廻
文
詞
）

有
名
な
廻
文
「
長
き
夜
の
十
（
と
お
）
の
ね
む
り
の
・
：
」
の
一
部

で
あ
る
が
、
「
多
多
和
那
」
の
「
多
」
字
は
明
ら
か
に
桁
字
と
認
め
ら

れ
る
。

－
「
山
頂
時
一
均
一
間
？
」
（
四
、
地
里
）

「
中
外
本
」
が
注
記
し
て
「
山
頂
、
原
註
ヤ
マ
ノ
カ
シ
ラ
、

に
U

’
『
ム

山
頭
、



下
排
之
又
和
山
係
併
文
」
と
言
及
す
る
よ
う
に
「
又
」
・
「
山
」
字
は

街
字
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
字
は
下
段
の
仮
名
表
記
（
漢
字
表
記

を
交
え
る
こ
と
も
あ
る
）
の
部
分
に
属
す
べ
き
も
の
で
「
又
山
の

1
」

と
あ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
原
文
の
当
該
部
分
は
読
み
が
不
可

能
で
、
？
印
で
示
し
た
。

ω文
字
列
の
転
倒

－
「
又
畿
中
有
日
春
大
寺
」
（
二
、
国
王
建
都
）

「
－
訳
注
本
」
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
春
日
神
社
と
東
大
寺
と
を
混
同

し
て
「
春
日
大
寺
」
と
し
、
そ
の
文
字
列
を
転
倒
し
て
「
日
春
大
寺
」

と
し
た
も
の
。

・
コ
刊
日
書
一
之
逆
之
し
う
一
日
」
（
四
、
目
撃

上
段
の
見
出
し
語
ご
十
日
」
は
、
中
・
下
段
の
日
本
語
（
音
訳

漢
字
・
か
な
漢
字
併
用
）
と
対
照
し
て
、
「
刊
寸
日
」
の
転
倒
事
例
と

認
め
ら
れ
る
。

・
「
日
出
虚
路
ニ
子
那
ひ
い
つ
る
」
（
四
、
天
文
）

「
虚
路
二
子
那
」
は
、
上
段
の
見
出
し
語
「
日
出
」
や
下
段
の
「
ひ

（
の
字
脱
）
い
つ
る
」
と
対
照
し
て
「
虚
刺
一
字
闘
」
と
文
字
列
の

転
倒
と
み
る
こ
と
で
解
決
さ
れ
る
。

・
「
国
王
良
懐
、
遣
使
祖
朝
貢
」
（
二
、
朝
貢
）

「
中
外
本
」
が
、
「
良
懐
《
明
史
》
亦
作
良
懐
、
昔
時
似
均
作
良
懐
、

誤
、
感
作
懐
良
、
即
嘗
時
征
将
軍
懐
良
親
王
。
」
と
注
す
る
よ
う
に
、

「
良
懐
」
は
、
「
懐
良
」
の
文
字
列
転
倒
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω字
形
類
似

字
形
類
似
に
よ
る
誤
り
は
多
数
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
部
を
注
記

な
し
で
挙
げ
て
お
き
た
い
。

・
揺
四
而
世
↓
揺
四
而
也
（
ヨ
ス
ル
ナ
リ
）
（
一
二
、
歌
謡
、
新
歳
奉

筆
）
・
木
革
失
音
故
↓
木
革
失
昔
故
（
ム
カ
シ
）
（
三
、
歌
謡
、

難
中
春
怨
）
・
我
夜
錨
尼
↓
我
衣
錨
尼
（
ワ
ガ
コ
ロ
モ
デ
ニ
）
（
三
、

歌
謡
、
秋
田
暁
露
）
紅
面
的
例
↓
紅
面
的
倒
（
オ
メ
デ
タ
ウ
）
（
二
、

時
令
）

右
い
ず
れ
も
↓
印
の
下
の
本
文
が
正
し
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

ω本
文
の
近
く
の
部
位
の
文
字
列
に
目
移
り
し
て
そ
れ
を
誤
記
し
、

見
出
し
語
と
の
整
合
性
を
欠
く
も
の
。

・
「
前
埋
葉
刻
剖
」
（
四
、
方
向
）

上
段
見
出
し
語
、
中
段
音
訳
漢
字
の
日
本
語
よ
り
し
て
、
「
ま
へ

（
え
ご
が
期
待
さ
れ
る
が
、
「
み
き
」
と
あ
る
は
不
審
。
こ
れ
は
本

文
前
行
の
「
右
明
奇
み
き
」
の
「
み
き
」
に
目
移
り
し
て
「
み

き
」
と
書
き
誤
っ
た
も
の
。

・
「
陽
溝
那
気
那
密
所
の
き
の
水
」
（
呂
、
宮
室
）

「
那
気
那
密
所
」
は
「
ノ
キ
ノ
ミ
ゾ
」
で
下
段
の
「
の
き
の
水
」
は

正
し
く
な
い
。
「
中
外
本
」
が
「
原
註
作
ノ
キ
ノ
水
、
誤
、
賞
馬
ノ
キ

ノ
ミ
ソ
、
軒
の
溝
、
篇
溝
」
と
指
摘
す
る
通
り
。
こ
れ
は
本
文
前
項
の
、

「
藩
水
那
気
那
他
責
密
辞
」
の
文
字
列
に
ひ
か
れ
て
「
の
き
の
水
」

と
誤
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
箸
水
」
に
照
応
す
る
仮
名
表
記
の
日
本
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語
は
欠
落
し
て
い
る
。

な
お
、
巻
一
の
「
寄
語
島
名
」
の
中
に
は
、
見
出
し
語
と
音
訳
漢

字
表
記
の
日
本
語
（
地
名
・
国
名
）
と
が
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

－
炎
（
淡
）
路
山
奴
計
・
阿
波
挨
懐
穿

・
近
江
多
島
米
・
飛
弾
（
騨
）
非
大
智

「
炎
（
淡
）
路
」
は
、
正
し
く
は
「
挨
懐
替
」
（
ア
ハ
チ
）
と
注
す

べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
別
項
の
「
阿
波
」
に
注
さ
れ
て
い

る
。
「
阿
波
」
に
は
「
努
」
字
を
除
い
た
「
挨
懐
」
（
ア
ハ
）
と
注
す

べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
「
炎
路
」
に
注
さ
れ
て
い
る
「
山
奴
計
」
（
サ

ヌ
キ
）
は
別
項
の
「
讃
香
（
岐
ご
に
注
す
べ
き
も
の
。
「
讃
番
」
に

は
音
訳
漢
字
表
記
の
日
本
語
は
欠
け
て
い
る
。
「
多
島
米
」
（
タ
ウ
ト

ミ
）
は
「
近
江
」
で
は
な
く
「
遠
江
」
に
注
す
べ
き
も
の
。
「
遠
江
」

の
項
に
は
音
訳
漢
字
の
日
本
語
注
記
は
欠
け
て
い
る
。
同
様
に
、

「
飛
弾
（
騨
）
」
に
注
さ
れ
た
「
非
大
智
」
は
、
立
回
訳
漢
字
の
日
本
語

、
が
欠
け
た
「
常
陸
」
に
注
す
べ
き
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

（五）

次
に
、
日
本
語
語
葉
集
と
も
い
う
べ
き
巻
四
に
つ
い
て
問
題
点
を

摘
出
し
考
察
し
た
い
。

回
目
頭
に
「
語
音
切
音
正
舌
歌
」
と
し
て
七
言
二
十
四
句
の
韻
文

仕
立
の
も
の
が
配
さ
れ
、
本
文
の
発
音
上
の
注
意
と
し
て
参
考
に
な

る
。
そ
し
て
以
下
、
天
文
・
時
令
・
寒
温
：
：
：
と
部
門
別
に
配
し
て

日
本
語
語
葉
を
収
録
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

定
法
と
各
部
門
内
の
語
葉
項
目
の
体
裁
で
あ
る
。

巻
四
は
五
六
部
門
、
収
録
語
葉
項
目
二
四
六
鳴
各
部
門
に
は

意
義
分
類
の
標
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
同
類
の
書
と
比
較

し
て
各
標
目
は
細
分
化
さ
れ
、
小
標
目
主
義
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
標
目
と
所
収
語
葉
項
目
数
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

天
文
却
・
時
令
悶
・
寒
温
6
・
暁
夜
ロ
・
月
分
日
・
日
数
羽
・
今

明
日
・
五
行
5
・
十
干
叩
・
十
二
支
ロ
・
六
十
甲
子
ロ
・
地
里
回
・

火
炭
団
・
宮
室
羽
・
城
市
日
・
国
郡
8
・
方
向
9
・
人
物
叩
・
君
臣

お
・
吏
従
6
・
軍
民
8
・
教
流
日
・
工
芸
初
・
流
賎
H
・
篤
廃
口
・

親
属
叫
・
称
答
6
・
身
体
回
・
衣
服
お
・
鋪
差
9
・
段
布
凶
・
顔
色

日
・
五
穀
凶
・
飲
食
出
・
調
和
ロ
・
炊
煮
ロ
・
数
回
目
・
算
法

m
－

器
用
但
・
内
器

n
・
匠
器
6
・
農
具
6
・
船
具
却
・
馬
具
6
・
文
器

部
・
武
兵
部
・
哨
器
却
・
香
料
日
・
医
用
6
・
珍
宝
お
・
花
木
幻
・

菓
子

m
・
莱
競
招
・
野
草
8
・
鳥
獣
類
日
・
人
事
類
川

一
方
、
本
書
の
依
拠
本
と
も
な
っ
た
と
目
さ
れ
る
『
日
本
考
略
』
・

『
簿
海
図
編
』
は
と
も
に
一
五
部
門
で
、
そ
の
標
目
を
一
不
す
と
、

天
文
類
・
時
令
類
・
地
理
類
・
方
向
類
・
珍
賓
類
・
人
物
類
・
人

事
類
・
身
体
類
・
器
用
類
・
衣
服
類
・
飲
食
類
・
花
木
類
・
鳥
獣

類
・
数
目
類
・
通
用
類

そ
の
他
、
『
日
本
一
鑑
』

本
館
訳
語
』
一
八
部
門
、

そ
の
部
門
の
設

ヴ
d

一
八
部
門
、
『
武
備
志
』
一
五
部
門
、
『
日

と
い
ず
れ
も
大
同
小
異
で
こ
れ
等
は
総
括



的
な
大
標
自
主
義
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
等
を
継
承
し
た
中
国
清
朝

時
代
の
日
本
研
究
書
『
吾
妻
鏡
補
』
（
翁
広
平
、
一
八
一
五
）
に
収
め

る
「
海
外
奇
談
国
語
解
」
で
は
、

天
文
時
令
類
・
地
理
類
・
身
体
類
・
人
物
類
・
禽
獣
轟
魚
類
・
花

木
類
・
食
物
類
・
衣
服
類
・
房
屋
類
・
船
中
器
用
類
・
数
日
類
・

人
事
類
・
俗
語
類
・
通
信
類
（
付
加
｜
州
名
島
名
類
・
長
崎
名
）

と
一
六
部
門
（
付
加
の
二
類
を
含
む
）
で
大
標
自
主
義
と
い
う
点
で

は
同
様
で
あ
る
。
参
考
ま
で
右
の
「
天
文
時
令
類
」
を
『
日
本
考
』

（
巻
四
）
の
意
義
襟
自
に
対
照
し
て
み
る
と
語
集
項
目
の
内
容
か
ら

み
て
、
右
の
一
類
（
天
文
時
令
類
）
が
「
天
文
・
時
令
・
暁
夜
・
月

分
・
日
数
・
今
明
・
十
干
・
十
二
支
・
方
向
」
の
九
類
に
わ
た
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
日
本
考
』
の
小
標
目
主
義
が
こ
れ
で
具
体
的

に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
各
部
門
に
収
め
ら
れ
て
い
る
語
集
項
目
の
体
裁
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

漢
字
標
出
の
見
出
し
語
（
第
一
段
）
｜
｜
音
訳
漢
字
表
記
の
日
本

語
（
第
二
段
）
｜
｜
平
仮
名
（
草
書
体
、
一
部
に
漢
字
・
平
仮
名

混
合
表
記
も
あ
り
）
表
記
の
日
本
語
（
第
三
段
）
。

の
三
段
構
成
。
例
示
す
れ
ば
、

－
天
陰
枯
木
路
く
も
る
（
天
文
）

－
初
生
児
挨
客
殻
あ
か
こ
（
人
物
）

・
鎧
阿
白
迷
あ
ふ
み
（
馬
具
）

た
だ
し
こ
れ
等
は
原
則
的
な
も
の
で
、
右
の
コ
一
要
素
を
具
備
し
て

い
な
い
語
葉
項
目
も
あ
る
。
例
示
す
れ
ば
、

・
酉
濁
立
（
十
二
支
）
・
吹
火
非
梯
古
（
火
炭
）

・
極
好
人
一
室
逆
目
揺
革
許
多
（
人
物
）

右
は
第
三
段
の
、
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
が
欠
け
て
い
る
例
で
あ

る
。
こ
れ
等
は
一
部
門
内
で
の
部
分
的
欠
落
事
例
で
あ
る
が
、
六
十

甲
子
・
敷
目
・
算
法
の
各
部
門
は
所
収
語
業
項
目
す
べ
て
平
仮
名
表

記
の
日
本
語
を
欠
く
。
ま
た
、
『
簿
海
図
編
』
の
「
寄
語
雑
類
」
に
依

拠
し
た
と
目
さ
れ
る
、
鳥
獣
類
・
人
事
類
も
す
べ
て
平
仮
名
表
記
の

日
本
語
が
欠
落
し
て
い
る
。

第
二
段
（
音
訳
漢
字
表
記
の
日
本
語
）
・
第
三
段
（
平
仮
名
表
記
の

日
本
語
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
語
形
の
認
定
が
困
難
な
も
の
も
あ
り
、

各
段
相
互
の
照
応
が
正
し
く
な
い
事
例
も
あ
っ
て
慎
重
を
要
す
る
。

そ
れ
等
の
事
例
を
類
別
し
て
次
に
示
す
。

ω第
二
段
と
第
三
段
の
日
本
語
の
語
形
が
一
致
し
な
い
事
例

・
月
入
紫
気
一
打
っ
き
い
る
（
天
文
）

第
二
段
の
音
訳
漢
字
「
紫
気
一
打
」
は
「
ツ
キ
イ
ツ
タ
」
と
読
む

べ
き
も
の
だ
が
、
第
三
段
は
「
っ
き
い
る
」
と
基
本
形
で
注
し
て
居

り
一
致
し
な
い
。

－
重
陽
突
逆
之
せ
く
（
時
令
）

第
二
段
「
突
逆
之
」
は
「
ク
ニ
チ
（
九
日
、
供
日
）
」
と
読
む
べ
き

日
本
語
で
あ
る
。
一
方
、
第
三
段
は
「
せ
く
」
と
注
し
、
「
節
句
」
と

口。



考
え
ら
れ
る
。
語
形
不
一
致
の
事
例
で
あ
る
。
第
一
段
の
見
出
し
語

「
重
陽
」
に
対
し
て
、
「
ク
ニ
チ
」
・
「
セ
（
ツ
）
ク
」
と
語
形
の
異
な

る
も
の
を
記
す
の
は
不
審
。
こ
れ
は
右
の
日
本
語
が
同
一
人
物
の
同

時
的
採
録
で
は
な
い
証
左
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
語
語

葉
採
録
ル
l
ト
が
単
純
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

・
里
一
之
里
（
国
部
）

り

第
二
段
「
一
之
里
」
は
「
イ
チ
リ
（
一
里
）
」
、
第
三
段
は
「
り

（
里
ご
と
あ
っ
て
一
致
し
な
い
。
「
中
外
本
」
が
「
原
註
一
之
里
震

イ
チ
リ
、
一
里
、
誤
。
応
作
り
」
と
注
す
る
よ
う
に
第
三
段
の
ひ
ら

が
な
表
記
「
り
」
を
正
し
い
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

刷
第
二
段
の
音
訳
漢
字
が
二
種
（
制
明
又
は
制
調
の
型
）
、
そ
れ
等
に

照
応
す
る
第
三
段
の
平
仮
名
表
記
の
日
本
語
は
一
種
の
も
の

・
陰
陽
化
里
又
挨
里
由
吉
あ
り
ゆ
き
（
教
流
）

第
二
段
の
前
項
「
化
里
」
は
見
出
し
語
「
陰
陽
」
よ
り
み
て
「
ハ

（
注
目
）

（
ウ
）
リ
（
祝
）
」
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
後
項
「
挨
里
由
吉
」

は
「
ア
リ
ユ
キ
」
、
こ
れ
が
第
三
段
の
「
あ
り
ゆ
き
」
に
一
致
し
て
い

る
。
「
挨
里
由
吉
」
は
巻
二
（
九
流
）
に
も
「
朝
有
陰
陽
生
、
名
目
挨

里
由
吉
」
と
み
え
る
が
そ
の
意
味
は
未
詳
で
あ
る
。

－
城
失
六
又
召
し
ゃ
う
（
城
市
）

第
二
段
前
項
の
「
失
六
」
は
「
シ
ロ
（
城
）
」
、
後
項
の
「
召
」
は

「
ジ
ヤ
ウ
（
城
）
」
。
第
三
段
の
「
し
ゃ
う
」
は
後
項
の
「
召
」
に
一

致
し
て
、
和
語
「
失
六
」
に
照
応
す
べ
き
第
三
段
の
日
本
語
「
し
ろ
」

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

・

帽

紫

巾

又

蒲

西

（

衣

服

）

第
二
段
前
項
「
紫
巾
」
は
「
ヅ
キ
ン
（
頭
巾
）
」
、
後
項
「
蒋
西
」

は
「
ボ
（
ウ
）
シ
（
帽
子
）
」
。
後
項
の
「
蒲
西
」
が
第
三
段
の
「
ほ

し
」
に
一
致
し
て
い
る
。
「
蒲
西
」
は
巻
二
の
「
風
俗
男
子
」
の
条
に

も
「
名
目
蒲
西
」
と
見
え
、
い
ず
れ
も
長
音
を
示
す
音
訳
漢
字
の
部

分
が
欠
落
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
三
段
の
「
ほ
し
」

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
れ
は
長
音
短
呼
の
事
例
と
み
る
方
が
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
短
呼
事
例
「
ボ
シ
」
は
、
『
太
平
記
』
（
三
八
・
畠
山

（注
U）

兄
弟
修
躍
寺
城
楯
健
事
）
に
「
帽
子
（
ボ
シ
）
ヲ
脱
セ
袖
ヲ
引
ノ
ケ
』

ル
間
」
と
文
献
に
も
み
え
、
九
州
の
方
言
等
に
も
残
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

ほ
し

Q
d
 

唱
E
ム

・
東
厩
麻
乃
骨
又
扇
召

第
二
段
前
項
「
麻
乃
骨
」
は
「
マ
ナ
カ
（
間
半
・
間
中
）
」
。
『
全
国

方
言
辞
典
』
（
東
僚
操
編
）
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
・
宝
島
・
奄
美
大
島

な
ど
で
、
便
所
、
雪
隠
の
意
。
「
中
外
本
」
で
も
、
「
原
註
麻
乃
骨
、

輿
闘
用
劃
一
帯
称
周
所
矯
マ
ナ
カ
之
音
近
、
扇
召
、
不
詳
」
と
注
し

て
い
る
。
後
項
の
コ
扇
召
」
は
「
中
外
本
」
で
は
「
不
詳
」
と
し
て

い
る
が
、
「
セ
ン
チ
（
雪
隠
ご
と
読
め
、
「
セ
ツ
チ
ン
」
の
靴
語
で
あ

る
。
「
セ
ン
チ
」
は
『
か
た
言
（
五
）
』
・
『
守
貞
漫
稿
』
等
の
文
献
に

（
注
ロ
）

も
あ
ら
わ
れ
、
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
青
森
県
・
秋
田

県
・
京
都
府
・
兵
庫
県
・
広
島
県
・
愛
媛
県
・
大
分
県
な
ど
で
広
く

ま
な
か
（
宮
室
）



用
い
ら
れ
て
い
る

0

・
電
一
乃
子
除
又
天
飛
い
な
づ
ま
（
天
文
）

第
二
段
の
前
項
ご
乃
子
肱
」
は
「
イ
ナ
ヅ
マ
」
、
こ
れ
が
第
三
段

の
「
い
な
づ
ま
」
に
一
致
す
る
。
「
イ
ナ
ヅ
マ
」
は
「
中
外
本
」
が

「
電
、
一
乃
子
脈
、
イ
ナ
ヅ
マ
、
稲
妻
、
意
矯
閃
電
」
と
注
し
、
意

は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
段
の
後
項
「
天
飛
」
に
つ
い
て
は
第
三
段

の
日
本
語
と
は
一
致
せ
ず
、
「
中
外
本
」
が
「
天
飛
、
不
詳
」
と
注
す

る
の
は
そ
の
矯
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
訳
注
本
」
が
『
大
辞
典
』
を

引
用
し
て
「
熊
本
県
玉
名
郡
に
て
天
よ
り
落
ち
て
来
る
怪
火
を
天
日

｛
注
口
）

と
い
ふ
由
」
と
記
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
『
日
本
国
語
大
辞

典
』
の
「
て
ん
び
（
天
火
）
」
の
条
に
「
て
ん
び
、
と
も
。
て
ん
か

（
天
火
）
①
に
同
じ
」
と
し
、
J

「
g立
、
テ
ン
ピ
（
天
火
）
、
H
O
E
o

m・】－
R
Z
S
（
天
の
火
、
ま
た
は
、
天
火
）
に
同
じ
。
天
の
火
。
（
『
日

葡
辞
書
』
）

と
あ
る
。
「
て
ん
か
（
天
火
）
」
は
本
来
「
落
雷
に
よ
っ
て
お
こ
る
火

災
、
雷
火
、
ま
た
自
然
に
よ
っ
て
お
こ
る
原
因
不
明
の
火
災
。
人
火

な
ど
に
対
し
て
い
う
」
の
意
で
、
「
イ
ナ
ヅ
マ
」
と
は
同
義
で
は
な
い

が
類
義
関
係
に
あ
る
語
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
玉
事
例
の
う
ち
先
の
見
出
し
語
「
陰
陽
」
・
「
城
」
・
「
帽
」
の

三
例
は
第
二
段
の
後
項
の
日
本
語
が
第
三
段
の
日
本
語
に
一
致
し
た

事
例
。
後
の
「
電
」
・
「
東
厩
」
の
二
例
は
前
項
の
日
本
語
が
第
三
段

の
日
本
語
に
一
致
し
た
事
例
で
あ
る
。

ω第
二
段
の
日
本
語
が
「
同
音
」
と
注
さ
れ
、
そ
れ
に
照
応
す
べ
き

第
三
段
の
日
本
語
も
欠
落
、
ま
た
は
読
み
と
り
に
く
い
も
の
。

第
二
段
の
日
本
語
が
「
同
音
」
と
注
さ
れ
、
そ
れ
に
照
応
す
る
第

三
段
の
日
本
語
が
、

麺

（
飲
食
）

（
文
器
）

（
器
用
）

（
器
用
）

の
よ
う
に
、
「
め
ん
」
・
「
こ
つ
は
い
」
・
「
て
ん
ひ
ん
て
「
ろ
」
等
と
平

仮
名
表
記
の
日
本
語
で
記
さ
れ
て
い
る
の
が
本
来
の
形
式
と
認
め
ら

れ
る
。
し
か
し
、

同
音

め
ん

・
骨
牌

・
天
平

・
緩

同
音

こ
つ
は
い

て
ん
ひ
ん

同
音

同
音

ろ
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斗観

斗観

（
宮
室
）

（
器
用
）

の
よ
う
に
、
第
一
段
・
第
三
段
が
同
一
の
漢
字
表
記
の
事
例
が
あ
り
、

同
音

同
音

ま
た
、

府
県
無
（
国
部
）

の
よ
う
に
、
第
一
段
の
「
道
」
に
照
応
す
る
第
三
段
の
日
本
語
が
欠

落
し
、
そ
の
位
置
に
別
の
情
報
を
誤
入
し
た
り
す
る
事
例
も
あ
る
。

道

同
音

さ
ら
に
、

・

餌

（

武

具

）

・

榛

子

同

音

（

菓

子

）

の
よ
う
に
、
第
三
段
の
ひ
ら
が
な
表
記
（
異
体
字
）

同
音

ワ

勺

の
日
本
語
が
読



み
と
り
に
く
い
も
の
が
あ
る
。
「
中
外
本
」
が
「
餌
」
の
項
で
「
原
注

偲
名
誤
、
応
矯
ケ
ン
」
と
注
し
、
「
榛
子
」
の
項
で
「
原
註
音
誤
、
般

名
不
清
」
と
注
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

以
上
、
各
語
葉
項
目
の
内
部
徴
証
よ
り
し
て
巻
四
所
収
の
日
本
語

語
葉
の
性
格
は
単
純
均
一
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点

に
つ
い
て
さ
ら
に
言
及
し
た
い
。

（六）

巻
四
の
本
文
の
体
裁
か
ら
み
て
第
二
段
・
第
三
段
の
日
本
語
語
葉

の
性
格
は
均
一
的
と
は
言
え
な
い
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
中
央
語
系

の
も
の
も
あ
る
し
地
域
語
（
方
言
）
も
混
在
し
て
い
る
。
そ
の
一
斑

が
回
で
述
べ
た
、

ω第
二
段
・
第
三
段
の
日
本
語
の
語
形
不
一
致
、

ω第
二
段
の
日
本
語
二
種
に
照
応
す
る
第
三
段
の
日
本
語
は
一
種
の

み
、
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
次
の
事
例

・
附
馬
木
寄
む
引
（
君
臣
）

・
女
婿
木
膏
む
子
（
親
属
）

右
傍
線
部
「
子
」
字
は
、
第
三
段
の
ひ
ら
が
な
表
記
の
日
本
語

「
ム
コ
の
コ
」
に
用
い
ら
れ
異
例
の
訓
仮
名
的
用
字
と
思
わ
れ
る
。

と
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
用
字
の
性
格
か
ら
し
て
日
本
人
の
介
在
が

あ
っ
た
と
み
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
日
本
人
の
介
在
が
あ
っ
た
と
み

る
な
ら
、
述
べ
た
よ
う
に
、
中
央
語
系
の
も
の
（
書
承
・
口
承
）
に

混
じ
っ
て
方
言
語
葉
（
ま
な
か
、
せ
ん
ち
、
て
ん
び
、
な
ど
）
も
記

さ
れ
て
い
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
日
本
語
語
葉
蒐
集
の
ル

l
ト
が
書

承
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
日
本
人
イ
ン
フ
ォ

l
マ
ン
ト
に
よ
る
も
の

も
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
ル

l
ト
に
つ
い
て
は
既
に
考
察

（注
H｝

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
簡
略
に
記
す
と
、

ω胡
宗
憲
・
鄭
若
曽
ル

l
ト

ω許
儀
後
・
朱
均
旺
ル

l
ト

の
二
つ
で
あ
る
（
渡
辺
三
男
氏
の
『
訳
註
日
本
考
』
の
示
唆
に
よ
る
）
。

ωは
、
『
簿
海
図
編
』
の
撰
者
（
胡
宗
憲
監
修
、
鄭
若
曽
編
輯
）
を

介
す
る
ル
l
ト
。
胡
宗
憲
は
既
述
の
通
り
倭
冠
の
首
領
王
直
を
下
し

た
人
で
、
五
島
を
拠
点
と
し
た
王
直
磨
下
の
日
本
人
（
五
島
出
身
？
）

を
掌
握
し
彼
等
を
イ
ン
フ
ォ

i
マ
ン
ト
と
し
て
日
本
語
（
長
崎
方
言

な
ど
）
を
蒐
集
し
た
可
能
性
が
つ
よ
い
。
『
簿
海
図
編
』
は
本
書
の
依

拠
本
の
一
つ
で
あ
る
。

ωは
、
『
全
漸
兵
制
考
』
第
二
巻
の
「
近
報
倭

警
」
中
の
許
儀
後
の
報
告
を
も
と
に
す
る
。
薩
摩
に
技
致
さ
れ
て
い

た
許
儀
後
（
島
津
義
久
に
医
を
も
っ
て
仕
え
た
）
が
万
暦
六
年
（
一

五
七
八
）
五
月
、
福
島
寺
に
参
詣
し
た
折
、
同
じ
く
技
致
さ
れ
て
同

寺
で
写
経
な
ど
を
し
て
い
た
同
郷
の
朱
均
旺
（
も
と
海
商
）
と
出
会
い
、

後
年
（
万
暦
一
八
年
、
一
五
九

O
）
秀
吉
の
入
明
計
画
を
察
知
し
て

こ
れ
を
本
国
へ
知
ら
せ
た
く
朱
を
薩
摩
か
ら
脱
出
さ
せ
て
こ
の
重
大

情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
『
全
漸
兵
制
考
』
の
付
録
と
し
て
出

さ
れ
た
『
日
本
風
土
記
』
・
『
日
本
考
』
の
中
に
こ
の
ル

l
ト
を
通
し
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て
も
た
ら
さ
れ
た
日
本
語
（
薩
摩
方
言
な
ど
）
が
記
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
つ
よ
い
。

以
上
の
二
つ
の
ル

l
ト
（
ル

l
ト
は
他
に
も
存
在
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
）
を
通
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
日
本
語
に
は
中
央
語
系
の
も
の
も

あ
る
が
、
地
域
語
（
長
崎
・
薩
摩
等
の
九
州
方
言
）
も
多
く
含
ま
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
例
証
を
文
法
事
項
の
面
か
ら
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
形
容
調
語
尾
の
問
題
で
あ
る
。
巻
四
所
収
の
形
容
詞
語

尾
は
次
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
。

ωー
シ
・
痛
一
担
失
（
イ
タ
シ
）
・
薄
温
卒
水
（
ウ
ス
シ
）

ωー
シ
シ
・
蓋
番
助
山
水
水
（
お
サ
）
・
要
坂
水
水
（
ホ
シ
シ
）

ωー
イ

・

温

奴

貴

ぬ

く

い

・

暖

阿

酔

あ

つ

い

ωー
ヵ

ω・
風
好
揺
格
革
熱
よ
か
風

－
湖
伏
陀
革
一
潔
ふ
と
か
い
け

ω・
酸
四
一
革
す
い
か
・
甜
阿
密
革
あ
ま
か

ω・
ωは
巻
四
末
尾
の
「
人
事
類
」
に
み
え
る
も
の
で
、
こ
の

「
人
事
類
」
は
『
簿
海
図
編
』
の
「
寄
語
雑
類
」
所
収
の
「
人
事
類
」

等
か
ら
転
載
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ω・
ωい
ず
れ
も
第
三
段
の

日
本
語
は
欠
落
し
て
い
る
。

ωは
ク
活
用
語
尾
、

ωは
シ
ク
活
用
語

尾
（
シ
ク
活
用
で
は
語
幹
部
に
叶
ク
・
叶
キ
・
叶
ケ
レ
と
叶
を
含
む

た
め
に
類
推
し
て
終
止
形
も
叶
叶
と
い
う
語
形
が
生
じ
た
。
）
で
、
中

央
語
系
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
方
、

ω・
ωは
口
語
的
・
方
言

的
性
格
の
つ
よ
い
も
の
で
、
特
に

ωは
｜
カ
語
尾
の
例
、
九
州
方
言

的
特
徴
と
し
て
周
知
の
も
の
で
あ
る
。

ωω
は
連
体
形
の
用
法
、

ω

ωは
終
止
形
の
用
法
。
こ
れ
等
は
先
述
の
ル

l
ト
の
い
ず
れ
か
を
通

し
て
集
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
、
ノ
助
調
の
用
法
。

ω・
日
出
虚
路
（
那
）
一
字
那
（
路
）
ひ
い
つ
る
（
天
文
）

ω・
日
入
非
路
（
那
）
骨
那
那
（
路
路
）
ひ
の
く
る
る
（
天
文
）

ω・
船
漏
油
那
一
魯
ゅ
の
入
（
船
具
）

ωω
の
事
例
は
既
述
（
側
の
b
）
の
通
り
「
文
字
列
の
転
倒
」
事

例
で
、
第
二
段
の
音
訳
漢
字
に
那
字
・
路
字
の
誤
記
が
あ
る
が
、
（
）

で
記
し
た
通
り
「
虚
刺
一
字
嗣
」
・
「
非
刺
骨
倒
闘
」
と
考
え
ら
れ
る
。

ωは
、
「
中
外
本
」
が
「
船
漏
、
ユ
ノ
イ
ル
、
湯
入
る
、
意
属
船
渉

水
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
事
例
は
単
文
の
主
語
と
し
て
の
ノ

助
調
の
用
法
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
格
表
示
の
ノ
助
調
は
、
も

と
従
属
句
の
主
語
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
単
文
の
主
語
と
し
て
は
詠

嘆
・
疑
問
等
を
一
示
す
時
に
限
ら
れ
て
い
た
。
室
町
期
に
抄
物
や
キ
リ

シ
タ
ン
資
料
の
中
に
単
文
の
主
語
と
な
る
事
例
が
み
え
る
が
、
中
央

語
系
で
は
ノ
助
調
は
連
体
格
の
用
法
が
つ
よ
く
な
り
、
主
格
表
示
の

ノ
助
詞
は
九
州
方
言
な
ど
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
『
日

本
考
』
よ
り
一

O
O年
余
後
、
長
崎
出
身
の
唐
通
事
岡
嶋
冠
山
撰
の

『
唐
話
纂
要
』
に

・
下
雨
ア
メ
ノ
フ
ル

・
下
雪
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・
天
晩

ヒ
ノ
ク
レ
タ

等
の
、
主
格
表
示
ノ
助
調
の
事
例
が
み
え
る
が
、
こ
れ
等
は
冠
山
自

身
の
お
国
こ
と
ば
（
長
崎
方
言
）
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
巻
四
に
は
九
州
方
言
語
集
と
し
て
、

・

日

和

虚

お

ひ

（

天

文

）

・
煮
不
熟
和
六
尼
也
打
お
ろ
に
え
た
（
炊
煮
）

・

凍

空

湿

吉

打

こ

し

け

た

（

寒

温

）

等
多
数
あ
り
、
中
央
語
と
と
も
に
先
の
ル

l
ト
を
通
し
て
蒐
集
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（七）

本
書
に
採
録
さ
れ
た
日
本
語
は
、
以
上
の
考
察
よ
り
み
て
書
承
・

口
承
を
含
め
て
中
央
語
・
地
域
語
い
ず
れ
も
混
在
し
て
い
る
が
、
時

代
的
に
は
い
つ
ご
ろ
の
日
本
語
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
訳
注
本
」
や
『
全
漸
兵
制
考
、
日
本
風
土

（

注

目

）

（

注

時

）

記
』
の
安
田
章
氏
の
「
解
題
」
に
言
及
が
あ
り
、
筆
者
も
論
じ
た
。

語
案
採
録
の
お
よ
そ
の
年
時
を
知
る
根
拠
は
、
本
文
の
内
部
徴
証

に
よ
る
。

巻
四
の

「
君
臣
」
の
部
門
に
、

公
那
葉
こ
の
ゑ

廓
三
那
印

伏
疏
革
外

武－
右武
官正公

官白
陽法 姑
肱答＃

紀議か
山は ’ν 

たふは
けけく

－
文
正
官

・
文
右
官

・
武
左
宮

－
文
左
官

く
わ
三
い
ん

ほ
そ
か
わ

右
の
記
事
は
第
三
段
の
日
本
語
に
官
名
を
記
さ
ず
当
該
官
に
任
じ

ら
れ
た
人
物
の
姓
氏
名
を
記
し
て
い
る
（
文
左
官
・
武
正
官
は
例
外
）
。

そ
の
点
で
は
語
葉
集
の
名
に
違
背
す
る
が
、
一
方
、
姓
氏
名
を
記
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
時
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
細
は
略
す

る
が
、
右
に
つ
い
て
、

文
正
官
H
太
政
大
臣
H
近
衛
（
政
家
）
文
左
官
H
関
白
（
不
審
、

左
大
臣
か
）
文
右
官
リ
右
大
臣
H
花
山
院
（
政
長
）
武
正
官
日

武
家
（
室
町
時
代
「
武
家
」
は
「
将
軍
」
を
さ
す
）
武
左
官
リ
管

領
H
細
川
（
政
元
）
武
右
官
H
管
領
リ
畠
山
（
政
長
）

と
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
部
に
問
題
を
残
す
と
は
い
え
、
こ

れ
を
も
と
に
足
利
幕
府
の
陣
容
を
考
慮
し
て
比
較
対
照
し
年
時
を
想

定
す
る
と
、
長
享
元
（
一
四
八
七
）
年
1
延
徳
三
（
一
四
九
一
）
年

の
頃
と
な
る
。
こ
れ
を
も
と
に
本
書
採
録
年
時
の
上
限
を
一
五
C
末

頃
と
考
え
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
中
央
語
系
（
京
都
）
の
語
集
を

軸
と
し
て
書
承
に
よ
る
語
葉
の
蒐
集
、
さ
ら
に
先
に
述
べ
た
ル

l
ト

等
を
通
し
て
口
語
的
・
九
州
方
言
語
棄
が
採
録
さ
れ
、
本
書
成
立
の

一
六
C
末
ま
で
約
一

0
0年
間
の
幅
を
考
え
た
い
と
思
う
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
頃
の
日
本
語
の
性
格
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

右
の
想
定
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
本
書
に
用
い
ら
れ
た
音
訳

漢
字
表
記
の
日
本
語
の
用
字
の
性
格
が
あ
る
。

｛
注
げ
）

一
つ
は
、
ハ
行
子
音
の
音
価
に
か
か
わ
る
問
題
。
ハ
行
音
を
う
つ

し
た
と
恩
わ
れ
る
音
訳
漢
字
を
分
類
し
例
示
す
る
と
、
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ω非
母
に
属
す
る
も
の

設
：
・
鼻
（
脱
税
乃
）
は
な
（
身
体
）
法
：
・
母
（
法
法
）
は
は
（
親
属
）

非
・
：
火
（
淵
）
ひ
（
火
炭
）
付
・
：
雪
下
（
依
計
州
魯
）
ゆ
き
ふ
る

（
天
文
）

川
間
奉
母
に
属
す
る
も
の

伏
・
：
冬
（
伏
由
）
ふ
ゆ
（
時
令
）

ω敷
母
に
属
す
る
も
の

梯
・
：
風
起
（
革
熱
梯
古
）
か
せ
ふ
く
（
天
文
）

ω暁
母
に
属
す
る
も
の

許
・
：
善
人
（
揺
革
許
多
）
よ
か
人
（
人
物
）

朽
：
・
太
公
（
槻
翁
之
）
ひ
お
ぢ
（
親
属
）

貸
・
：
熱
（
創
眉
骨
）
ほ
め
く
（
寒
温
）

血
・
：
額
（
血
打
衣
）
ひ
た
い
（
身
瞳
）

臨
胴
（
刷
所
）
へ
そ
（
身
瞳
）

虚
・
：
日
（
和
虚
）
お
ひ
（
天
文
）

ハ
川
の
到
・
嗣
・
制
・
州
は
い
ず
れ
も
軽
唇
音
全
清
の
非
母
に
属
し
、

日
本
語
の
ハ
・
ヒ
・
フ
の
各
音
を
あ
ら
わ
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

刷
の
例
は
軽
唇
音
全
濁
の
泰
母
に
属
し
、
フ
・
ホ
の
各
音
を
あ
ら
わ

す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ωの
挽
は
軽
唇
音
次
清
の
敷
母
に
属
し
、

フ
の
音
を
あ
ら
わ
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

ωの
剖
・
相
・

貸
・
血
・
虚
は
喉
音
次
清
の
噴
母
に
属
し
、
ヒ
・
へ
・
ホ
の
各
音
を

あ
ら
わ
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ハ
w
・

ω・
ωの
各
々
は
い
ず
れ

星
（
伏
西
）

ほ
し

（
天
文
）

も
軽
唇
音
に
属
し
、

ωは
喉
音
に
属
す
る
文
字
で
あ
る
。
ヒ
・
ホ
の

音
は
軽
唇
音
（
f
）
で
も
喉
音
（
h
）
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ハ
行
子
音
が
軽
唇
音
か
ら
喉
音
へ
と
変
化
す
る
胎
動
を
示
唆

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
と
ほ
ぼ
同
年
刊
（
一
五
九
三
）

の
『
天
草
本
伊
曽
保
物
語
』
で
は
、
室
。

EO
（
程
経
て
）
、
雪
国
E
智
。

（
腹
は
腫
れ
て

B
S
5
（
人
々
）
と
、
す
べ
て
軽
唇
音
（
f
）
で
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
規
範
的
意
識
の
た
め
で
あ
り
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
に
は
古
く
か
ら
h
音
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
。

も
う
一
つ
、
入
声
音
の
音
価
に
か
か
わ
る
問
題
。

本
書
巻
四
の
「
月
分
」
に
、
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・
正
月

二
完
之

に
く
わ

少
完
之

ち
（
中
略
）
・
十
一
月

月
失
外
阿
四
十
二
く
わ
ち

の
記
事
が
あ
る
。
正
月
1
十
二
月
ま
で
、
第
二
段
は
「
｜
完
之
」
（
「
十

二
月
」
は
例
外
）
、
第
三
段
は
「

l
く
わ
ち
」
と
統
一
的
に
表
記
さ
れ

て
い
る
。
「
完
之
」
の
之
字
は
正
歯
音
全
清
の
照
母
に
属
す
る
文
字
で
、

こ
れ
が
第
三
段
の
「
く
わ
ち
」
の
「
ち
」
に
照
応
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
「
月
分
」
の
呼
び
方
は
開
音
節
化
し
た
「
ち
」
で
発
音
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
約
五

O
年
程
前
の
『
日
本
館
訳
語
』
で
は
、
そ
の

「
時
令
門
」
に
み
え
る
、

・
正
月
焼
睦
的

し
う
く
わ
ち

月

喜
一
帯
一
之
完
之

十
一
く
わ
ち

十

月

寧
睦
的

月

散
睦
的



の
周
字
「
的
」
は
舌
頭
音
全
清
の
端
母
に
属
し
、
開
音
節
化
さ
れ
て

は
い
な
い
。
『
日
本
考
』
の
「
完
剖
」
・
「
く
わ
判
明
」
の
用
字
は
入
声
音

の
音
価
に
一
つ
の
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
ハ
行
子
音
・
入
声
音
の
音
価
推
定
か
ら
み
て
も
、
語
葉
採

録
年
時
の
一
五

c
i
一
六
C
の
約
一

0
0年
間
と
み
て
よ
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。（八）

『
日
本
考
』
の
諸
問
題
（
依
拠
本
と
の
関
係
、
独
自
本
文
の
摘
出
、

脱
字
・
街
字
等
の
誤
記
の
問
題
、
巻
四
の
小
標
自
主
義
の
部
門
構
成
、

語
棄
の
位
相
、
語
葉
採
録
年
時
の
推
定
）
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て

来
た
。
他
に
も
、
巻
三
の
「
歌
謡
」
に
用
い
ら
れ
た
音
訳
漢
字
の
分

析
、
巻
玉
の
「
山
歌
」
の
研
究
等
多
く
の
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
こ

れ
等
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

（注）

中
国
資
料
『
日
本
考
』
研
究
序
説
（
長
崎
大
学
教
育
学
部

『
国
語
と
教
育
』
問
、
平
成
3
）
、
『
日
本
考
』
の
研
究
｜
語

葉
の
性
格
｜
付
i
回
（
熊
本
女
子
大
学
学
術
紀
要
品

1
1、

熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
1
・
2
・
5
・
6
）

中
外
交
通
史
籍
叢
刊
『
日
本
考
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
）
所

収
「
関
於
《
日
本
考
》
」
参
照
（
以
下
、
「
中
外
本
」
と
略
称

(2) 

(6) (5) (4) (3) 

す
る
）
。
な
お
、
引
用
文
中
の
「
渡
遺
三
男
」
と
は
、
『
課
註

日
本
考
』
（
以
下
、
「
訳
注
本
」
と
略
称
す
る
）
の
著
者
。

本
文
に
は
四
字
欠
。
目
録
の
標
題
に
よ
る
。

本
文
は
注

ωの
「
中
外
本
」
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

注

ω、
渡
遺
三
男
氏
の
「
訳
注
本
」
に
よ
る
。

H
印
の
上
段
が
音
訳
漢
字
に
よ
る
本
文
表
記
、
下
段
の
漢

字
・
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
現
地
名
に
比
定
し
た
も
の
。
な
お
、

以
下
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
日
本
語
は
私
意
に
よ
る
読
み
を
示
す
。

「
訳
注
本
」
の
指
摘
に
よ
る
。

傍
線
は
筆
者
、
以
下
同
じ
。

語
葉
項
目
の
認
定
に
は
問
題
が
あ
り
、
そ
の
数
は
必
ず
し
も

一
律
で
は
な
い
。
「
訳
注
本
」
は
一
一
八
六
、
『
全
漸
兵
制
考
、

日
本
風
土
記
』
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
編
）

の
「
解
題
」
（
安
田
章
氏
）
で
は
、
一
一
五
三
。

オ
段
長
音
の
開
合
に
つ
い
て
は
区
別
あ
り
と
み
て
、
［
コ
］
と

考
え
た
い
。
長
音
を
示
す
音
訳
漢
字
は
零
表
記
し
た
も
の
か
。

あ
る
い
は
、
方
言
で
、
「
ほ
い
」
（
鹿
児
島
県
）
、
「
ほ
り
」
（
熊

本
県
球
磨
郡
）
〔
日
本
方
言
大
辞
典
〕
な
ど
の
語
形
か
ら
「
化

里
」
は
「
ホ
リ
」
で
長
音
短
呼
現
象
を
示
す
と
も
考
え
ら
れ

る。

-25-

(9) (8) (7) 。。。。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
、
「
ぽ
し
（
帽
子
）
」
・
「
ぼ
う
し
（
暢

子
ご
の
項
参
照
。
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注

ω同
書
の
「
せ
ん
ち
（
雪
臆
ご
の
項
参
照
。

『
甲
子
夜
話
』
（
九
）
も
同
じ
意
味
を
注
す
。

注

ω同
書
。

注

ω同
書
。

注

ω同
書
。

福
島
邦
道
氏
「
立
同
韻
史
に
お
け
る
中
世
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』

昭
回
・
ロ
）

co 
ヮ“


